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oukhavatvyuha の 韻律 と 言語 : 夷 仏 作 ・ 重 秦 偶 


阪本 (後藤 ) 純子 


1. Sukhavativyuha 大 本 (SukhV: 区 文 無量 寿 経 ) は 散文 に 作 題 が 混在 し , そ 
の 作 頸 は 従来 漢 訳 諸 本 (特に 大 阿 と 覚 経 ) の 比較 か ら SukhV 原初 形態 に 属さ な いと 
推測 され て きた 。 これ に 対し Skt. 原典 の 韻律 ・ 言 語 ・ 思 想 の 検討 結果 は , SukhV 
の 偶 頸 が 成立 状況 ・ 年 代 の 異な る 諸 層 に 分 か れ , その 一 部 「 環 仏 傷 ]」 が 非常 に 十 
い 起 張 に 遡る 可能 性 を 示唆 する ?。 「 

2.1. [SukhV の 構成 ] 《 前 半 》) A. 遠い 過去 世に 比丘 Dharmakara (法蔵 ) が 
如来 し okesvararaja ( 世 自 在 王 ) に 語り か ける  B. 仏 の 光明 と 徳 を 讃 環 し , 私 も 
仏 に な ろう と 決意 [ 環 仏 偽 ] :C. 多数 の 仏 土 の vyuha 「 配 置 , 設計 ] を 取り 入れ , 
自ら の 仏 土 に 関し 47 の 故 願 を な す : D. 奪 願 を 箇 潔 に 示し , 成就 する な ら 大 地 が 
振動 する よう 求め る [ 重 碑 傷 ] :E. その 後 長く 菩薩 行 を 実践 。《 後 半 》 A. 法蔵 の 
後 身 た る 如来 Amitabha/Amitayus (阿弥 陀 : 計 9) と 西方 に ある その 仏 土 Sukh- 
avati (Sukh) の 描写 : B. 仏 言 を 聞き 信じ る 福徳 [ 聞 信 信 ] : C. 阿弥 陀 の 名 を 聞 
き 念 ず れ ば 彼 を 見 , Sukh に 再生 :D. 多数 の 菩薩 が Sukh を 見 に 来る , 阿弥 陀 
が 微笑 し Avalokitesvara (観音 ) に その 理由 を 説明 [東方 傷 ] : E. Sukh の 上 箇 生 
の 描写 :F. Ananda が 望む と 阿弥 陀 は 光明 を 放ち 自ら を 見 せる :F. 尊 は A} 
ita ( : Maitreya「 弥 勤 」)) に Sukh へ の 再生 を 詳 述 し 教 説 の 伝承 を 託す :G. 教 を 
聞き 信 ず べ き 事 [流通 人 性 ]。 全 体 は 釈尊 が Ananda に 語る 形式 を と り , 序 と 末尾 
の 散文 に 帰 敬 傷 と 起 法 作 が 加わ る 。 

SuK<hV の 主題 は 題名 が 示す 通り 阿弥 陀 の 仏 土 Sukh の zyg | 整然 た る 配 四 ・ 
設計 」 と これ に 呼応 する 法蔵 の 47 碑 願 で ある が , 過去 物語 と 現在 説法 は 画 然 と 分 
か れ , Amitabha/Amitayus, Sukh の 名 は 前 半 に 言及 され ず , また 比丘 DDar- 
makara, 如来 Lokesvararaja は 後半 に 登場 し な い 。 ま た 後半 の 働 吾 が 3 人 称 で 
阿弥 錠 や Sukh を 客観 的 に 描 愛 す る の に 対し , 前 半 の 偶 は 仏 に 対す る 1 人 称 
形式 の 語り か け で , 固有 名 詞 2 や 72 奴 2ggzfz の 語 が 現れ な い 。 特に 堪 仏 傷 は Su- 
khV の 他 の 部 分 の 内 容 を 前 提 と せ ず 独立 性 が 強い : 重 故 傷 に は 環 仏 傷 や 47 砂 願 
と 重 宴 する 点 が ある 。 
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2.2. [ 作 燃 の 詩 館 数 と 韻律 ] 1. 帰 敬 傷 (2②) : vamsastha (1), rucira (1) : 2. 
功 仏 傷 (10) : (oroto-puspitagra 的 ) aupacchandasaka :3. 重 碑 傷 (12) : proto- 
puspitagra j 4. 開 信 信 (5) : tristubh ri.)/jagati(Gag.) : 5. 東方 働 (21) : tri./ 
jag. 寺 vaitaliyai6. 流通 傷 (10) : tri./jag. 二 Sloka : 7. 縁起 法 傷 (1) : arya。 1 
は 新しい タイ プ の 古典 Skt. 韻律 で , 二 次 的 に 散文 か ら 作 り 変 えら れ た と 推定 さ 
れる ”"。 7 は 小乗 経典 古 層 に ある arya 詩 節 の 引用 で Gandavyuha 末尾 に も 現 
れる ?。 経典 本 体 の 作 吾 の 中 , 前 半 2・3 は 中 期 イ ンド 語 特有 の 韻律 と その 発展 
形 で ある が , 後半 4・5・6 は 伝統 的 な tri./jag. を 主体 と する : 中 期 イ ンド 西北 
方 言 的 現象 も 前 半 2・3 に 頻出 し 後半 4・5・6 に は 少な い 。 

2.3. SukhV に は 漢 訳 5 種 と Tibet 訳 が 現存 する が 5, 作 に お ける 対応 関 
係 は 不 均一 で ある 。( 〇 : よく 対応 。 へ : ほほ 対応 , 一 : 対応 な し : 数 字 は 詩 節 数 ) 


|! 帰 区 作 ] 2. 贅 仏 偶 | 3. 重 著 偶 ] 4. 閉 信 偶 |5. 東方 但 6. 流通 信 |7. 縁 起 法 人 

大 司 一 | ー ー ー ー ー 

覚 綱 一 O ー ー IO[ 電 和 : 往 観 介 ー 
(20 十 11)] 

寿 経 一 〇 | 〇 Oq1) | 一 |A[ 連 続 : 往 鈴 人 ー 
(20 十 11)] 

如来 全 一 〇 6) 一 人 〇 

富 一 | O 9 ll A | 

Tipet| 一 叶 O 〇 6⑰ | @⑥ O ー 

Skt. 2 | 10 12 5 21 _10 | 1 

[主役 | [法蔵 比丘 1 人 称 )] |  [ 困 弥 陀 如 来 G3 人 称 )] | 


1 と 7 は Skt. 以外 に は 知ら れず , 最新 段 階 の 成立 ・ 引 用 を 裏付け る 。 4 は 漢 
訳 の 原典 諸 本 が 分 岐 し た の ち Skt./Tib. 系 伝 本 に お いて 成立 し , 更に Skt. か ら 
の 分 岐 後 Tib. 原典 に お いて 増 広 され た よう だ 。 前 半 部 の 2 は 大 阿 以 外 の 全 漢 訳 
に よく 一 致す る が , 3 は 覚 経 に 欠け , 両者 の 韻律 の 新旧 と 対応 す る 。 後半 部 の 
5・6 は 共に 大 阿 を 除く 全 漢 訳 に 現れ る が , 内 容 ・ 順 序 が 必ず し も ゃ 一 致 せ ず , 覚 
経 ・ 寿 経 の 原典 諸 本 の 成立 時 に は まだ 流動 的 状態 に あっ た と 推測 され る 。 

2.4. 以上 の 諸事 実 の 総合 は , 各 傷 殖 グ ルー プ が 相 異 な る 年 代 ・ 状 況 に お いて 
成立 し た こと を 示唆 する 。 現存 の SukhV は 起源 や 人 性格 の 異な る 様々 な 偶 補 散 
文 を モザ イク 状 に 寄せ 集め た も の で , 漢 訳 ・Tib. 訳 の 原典 諸 本 の 成立 より 明 ら 
か に 新しい が , 構成 要素 で ある 個々 の 偶 吾 ・ 散 文 の 起源 と 成立 状況 は 改め て 原典 
批判 に 式 づ き 探 求 さ れ ね ば な ら な い 。 さ ら に 前 半 過 去 物 語 と 後半 現在 物語 の 間 に 
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は , 内 容 ・ 文 体 ・ 言 語 ・ 韻 律 の 全て に わた っ て 本 質 的 相違 が 認め られ る 。 

3. [ 環 仏 偽 ・ 重 碑 信 の 韻律 ] Veda 韻律 か ら 発 展 し Epic か ら 古 典 Skt. に 至 
る まで 広く 用 いら れる sloka と tri./jag. が 音節 の 数 と 軽重 に より 規定 され る の 
に 対し , 中 期 イ ンド 語 Paii・Ardhamagadhi・BHS) に な っ て 初め て 現れ る 韻律 グ 
ルー プ matrachandas (ma.)9 は 。 matra と いら ちら リズム 単位 に 基づく 音楽 的 性 
格 を も つ 。ma. の 使用 範囲 は 時 代 的 に も 文献 ジャ ン ル の 面 で も か な り 限 定 さ れ , 
早く ( 二 す た れ て 他 の 則 律 グル ー プ に 吸収 され て し まう た め に , か えっ て 年 代 決定 
や 成立 層 の 分 析 に 重要 な 役割 を 果たす 。 最 も 吉 い 段階 の ma. は Paii 経典 に 現れ , 
名 前 半 部 で は matra 総数 の 範囲 内 で 大 幅 な 自由 が 許さ れ る 一 方 , 後半 部 の 形 は 
固定 され る 。 時 代 が 下る に つれ 形態 の 自由 は 徐々 に 失わ れる : 土着 韻律 学 の ma. 
規定 CPingala Chandahsatra 等 ) で は 壮 分 か 限定 され , や が て 完全 に 固定 され て 古 
典 Skt. の aksaracchandas 類 に 転化 する 。aupacchandasaka(aup.) は ma. 類 の 
代表 的 韻律 の 一 つ で あり , その 1 変種 か ら puspitagra (pusp.) が 発生 する 。 

1) aup. (Paii) : 奇数 句 6matra 十 -v- り -。 : 偶数 句 8matra(9m.) 十 - ソ - ソ リーン 


2) aup. (土着 韻律 学 ) : ン ン ソン ソソ ーー ソー ソー ンジ : ツン ソン ソン ソソ ソン ー ソ ー ソ ー ソ 
3) proto-puSD. : ツン ソソ ソリ 。 ー ソ リー リージ: ソソ ソリ ー い ソ ー ソ ー ソ ー ジ 
4) DUSD.: いり ソソ ソリ ワリ 。 一 ソー ワー 5 ソソ リ リソー ソソ ー ソ リソー リー 


環 師 信 の 韻律 は aup., 重 碑 傷 は proto-pusp. で 旬 前 半 部 の 形態 は 次 の 通り 。 
《 薄 仏 但 (10 信 )》 (数 字 は 偶 番 号 ) 


奇 名 。 ぃ oy 1a 3a 9a 10c [20 多 ] 
ー ひ ひひ ソ 1a 2a 2c 5a 5c 6a 6c 7a 7c 8a 9c [55 久 ] 
で 3C 
ソソ ー ソ ソ 4a (4cr) (108 り 
ソソ ソソ ワー Sc 
vvvv- い ソ 4c 10a (8matra の 不 規則 形 ) 「 

偶 帝 句 vo-vv 1bid2b2d4b4deb6d8b9d10b10d -[60」 
SW bo5b5 adiob Ss る [25%] 


ソソ ーー ソソ 3d 7b(?) 7d 
=V==OV 7b (9matra の 特殊 形 ?) 
《 重 著 偶 2 傷 )》 「 
奇 帝 句 。 ぃ wooo 下記 以外 の 全 句 に [87.5] 
ー い ソソ ソ 1c 5c 12c (1c 12c は 本 来 vo と 発 音 ?) 
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偶数 名 vvvu-v ソ 下記 以外 の 全 句 [79 多 ] 
-uu-vv 2d 3d 4d 8d 12b (すべ て 本 来 v^"- の > と 発音 ?) 

敷 仏 信 は proto-pusp. 的 傾向 が 強い が まだ 半 分 か の 自由 さ を 前 半 部 に 残し 最 
終 段階 の aup. と し て 2 と 3 の 中 間 に 位置 する 重 碑 傷 は 完全 な DuSP. に 近い 
proto-pusD. (3 と 4 の 中 間 ) で ある (従来 と も に pusp. と され た の は 誤り )。 ' 

anp. が 主として Pali 経典 の 比較 的 古 層 に 現れ る の に 対し , proto-pusp. は 
Lalitavistara (Lal) や 初期 大 乗 経 典 な ど BHS 文献 に 多い ” : aup. か ら prot0- 
pusp. へ の 移行 段階 は Mahavastu (Mvu) な と ど に 少数 残る 。 以下 に 環 仏 傷 と 重 
碑 偶 に 近い 例 を 挙げ , 前 半 部 に お ける (proto-) pusp. 的 形態 の 比率 を 示す 。 

A. Mvu HI 293-397 : Avalokita-sutra (2)? 中 の 3 例 の 韻律 は 環 仏 人 性 に ほほ 
対応 し , aup. の 最終 段階 を 示す (Mrvu 内 部 で は 最新 層 に 属す る )。 


礎 vwwuov 。 -vooo 侯 vowo-oo  ーvoー ソ 
a. 356,3-18 (4 偶 ) 無 62.5% 75 多 無 
b. 361, 4-362,2 (5 信 ) 20 多 60% 60% 10 
c. 371, 10-372,21 (8 信 ) 37.5% 50 87.5 多 無 


B. Lal に は 典型 的 proto-pusp. が 多い が , d は より 古い 段階 を 示す 。 普 曜 経 
(AD. 308 侍 法 護 ) と の 対応 :a. 11 傷 大正 m 490ab) :b.c. 無 5d. 全 7 作 (527c 
-5284)。 7 世紀 の 方 広大 基 厳 経 (547bc, 578ff., 598f., 603a4) に は 全 偶 対応 。 


3. 49,5-50, 14 (16 傷 ) 奇 の wo ツ ツ  66 多 偶 wo- い v 56 め 

. 240, 9-243,12 (33 偶 ) 57.5 多 _ 91%% 

c. 366, 16-367,3 (5 偶 ) 60 多 「 - 70 

d. 393, 3-16 (7 偶 ) 71% 43(50?)%% 
C. Rastrapalapariprccha (Rastrap) 15, 14-17,.2 の 10 傷 proto-pusp. は 重 匠 


信 に 近い 。 全 傷 が 徳光 太子 経 (A.D. 270 生 法 護 : 大 正 412ab) に 対応 を 持つ 。 
奇 ぃ wooo 80 多 偶 ぃ wo-ov 95.5 め 

D. Saddharmapundarika-SutTa (Saddharmap) 12 章 (Bhaisajyaraja-DHrvaYOga- 
paiiyarta) に proto-pusp. 1 傷 が 孤立 し て 現れ , 正法 華 経 (A.D. 268 答 法 護 : 大 正 
KK 125c) を ご 対応 傷 を 持つ : 第 1 旬 wwowv 第 3 旬 -owwv 第 2・4 旬 Cuo-OVo 

詩 節 総 人 が 少な い 上 テキ スト も 不 確 実 な の で 上 記 の 比率 は 大 体 の 傾向 を 表す に 
過ぎ な いろ ほぼ 次 の よう な か 間 律 の 発達 順序 が 貌 える : Laup. 最終 段階 :Mvu a 
っ Myvu b ・ 訓 仏 作 つ Mvu c・Lal d] つ [proto-pusp.: Lal ( ぬ ぁ ーc・b) ・Saddhar- 
map つ 重 匠 偽 ・Rastrap]。 韻律 の 新旧 と テキ スト の 成立 年 代 は 必ず し ゃ 一 致し 
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な い が , 誤 仏 信 が 大 乗 仏典 と し て 非常 に 古い 段階 に 位置 する 可能 性 が 高く , また 
重 著 偽 と の 間 に 相 当 の 時 間 の 経過 が 予想 され る 。 な お 各々 の 異 本 の 笠 法 護 訳 か 
ら , Lal (d の 全体 と の 大 部 分 ) は 4 世紀 初頭 まで に , Saddharm と Rastrap は 
3 世紀 後半 まで に 既に 成立 し て いた と 考え られ る ( 議 5 を も 参照 )。 「 

人. [ 環 仏 傷 ・ 重 誓 偶 の 言語 ] 環 仏 作 と 重 碑 傷 の 言語 状況 は 共通 の 特色 を 示す 。 
動詞 の 用 法 が 多彩 で , 1 人 称 sg. を 中 心 に 2.sg., 3.sg./pl. で 直接 法 現 在 ・ 願 鹿 
法 ・ 命 令 法 ・ 未 来 ・ 過 去 (aorist。 完了 ) が 用 いら れ , 1 人称 代 名 詞 や voc. と あい 
まっ て 生き 生き と し た 感情 を 表現 し て いる 。 短 音 の 連続 を 好む 特殊 な 品 律 の 要請 
で Skt. の 規範 か ら 逸 腕 す る 語形 が 頻出 する が , 単に 一 時 的 な metri causa(m.c.) 
で は なく , 特定 の 中 期 イ ンド 語 Gmi.) 方 言 が 根底 に ある こと を 予測 させ る 。 

特 ( に 顕著 な 現象 は 語末 長 母 音 の 短 音 化 で 名 詞 ・ 動 詞 ・ 不 変化 詞 ・ 複 合 語 前 肢 を 
通じ て 起こ り , 原則 と し て oe ジ 5 9 と な る Cmi. に 一 般 的 な 短 音 9/6 は 
現れ な い )。 こ の 原則 か ら 人 逸脱 する の は gc- 語 幹 名 詞 活用 で , 1) -o (nom. sg. m.) 
に 対し て --g と -g の 両方 が 現れ , -gz が や や 多い : 2) -g (acc.sg.m./nom.acc. 
sg.nt.) に 対し て は 1 例 の み -z で , 残り は -g:3) 代名詞 で は Zyg ン cy, 9272 
クン gzg。 以上 の 現象 は 一 般 の Pkt. より も 進ん だ 段階 に 属し , Apabharam8a(Ap) 
な いし Gandhari (G) と 共通 する が , 時 代 ・ 地 域 の 対応 か ら G が 原語 で ある 可能 
性 が 強い ?。 名 詞 活用 に お ける -g と -z の 比率 は , GDhp 1) -z が 圧倒 的 。 2) 
-@・ー タ ター2.5 : 1 3) 2222, 22 ン gg/gZo( 1 例 の 和み 22) 1 の) NiyaG 2) 
男性 ・ 中 性 及び nom・acc の 区 別 が 失わ れ す べ て -g, 3) gg ン gzz。 責 仏 傷 ・ 
重 著 偶 は GDhp と NiyaG の 中 間 段 階 に 位置 する か と 思わ れる 。 

音 は ほぼ 完全 に Skt. 化 さ れ て いる が , 語頭 子音 結合 は 原則 的 に 単音 価値 で 
ある 。 本 来 の 発音 を 示唆 する 1 例 は : 素 9D e9327 ぐ *eg/73272 ( ぐ * eg が 5522 ぐ *※ 
55yg が 7 3. Sg. fut.「 幸 福 に な る で あろ う J)。 G 特 有 の 変化 -sy--$$-/-$- が か が 学 本 
に 残る jg の の 気 息 表 失 (mi. 方言 に は 稀 ) は NiyaG に 見 られ る よう に 中 期 イ ラ 
ン 語 方 言 (サカ ヵ , バクトリア, ソ グ ダグ ド 等 ) の 影響 か も 知れ な い 。 他 に も 注目 すべ き 現 
象 か 多い が , 重 碑 傷 の 方 が 天 仏 性 よ り 交 分 進ん だ 言語 状況 を 示す 。 

5. [結論 」 環 仏 傷 は 内 容 ・ 韻 律 ・ 言 語 に 関し 大 乗 仏典 と し て 顕著 な 古 さ を 示 
し , 本 来 , より 素朴 な 光明 を 特質 と する 仏 ( 証 2 参照 ) の 讃 嘆 と その 前 で の 区 願 を 
内 容 と する 洗 立 し た 作品 で あっ た 可能 性 が ある 。 重 碑 傷 は 全て の 点 で 誠 仏 性 より 
新しく , 歌 仏 偽 を 意図 的 に 模 條 し た 節 が 用 え る 。 束 仏 傷 の 原初 形態 は , 西北 イン 
ド (また は それ に 近い 中 央 アジ アァ ) で 紀元 前 1 世紀 か ら 紀 元 後 2 世紀 項 (恐らく イラ 
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Sukhavatiyyha の 韻律 と 言語 : 款 仏 作 ・ 重 故 性 (阪本) (153) 
ン 系 勢力 の 響 下 に ) 中 期 イ ンド 西北 方 言 で 成立 し た か と 推測 され る 。 


) 本 稿 は 藤田 宏 達 : 統 文 無量 寿 経 学 本 ロー マ 字 本 集成 (上 巻 1992) に 依拠 する 歌 仏 
偶 ・ 重 著 傷 の 原典 批判 に 基づく 。 テ キス ト ・ 訳 ・ 計 ・ 語 形 表 は 別に 発表 予定 。 

2 束 仏 昼 冒 頭 2772. の yg072-, 6779727 yo の 2 の 977-( ぐ 2z62727) は 散文 の Lokesvararaja 
如来 に 対応 する が , 誤 仏 傷 だ け を 読む と 独立 の 如来 名 と も 解釈 可能 。27zzzz- カ 297- は 
SukhV 後半 の A・ 東 方 偶 ・E で は 阿弥 陀 を , F で は より 下位 の 別 の 如来 を 指す 。 本 
来 は 光明 仏 に 対す る 起源 の 古い epithet で あっ た か と 思わ れる 。 

3) Max Maller/Nanjio 本 お よび 足利 本 で は 最初 の 2 句 が 散文 扱い きれ る 。 

4 Falii Vinaya 1 40:Myu 逢 62: Catusparisatsutra 28b. 10。 28c.6, 8. 

5) 大 阿弥 陀 経 (通称 ) (大 正 双 300ff.) [ 支 議 (3c. 前 半 )/ 支 在 迎 識 (180 頃 ) ? ] : 無量 
清浄 平等 覚 経 (279ff.) [ 支 在 迎 議 / 政 延 ( 白 延 ) (258)/ 科 法 護 (308) ? ] : 無量 寿 経 (265 

。 共 ) [ 條 陀 豆 陀 羅 と 宝 雲 (421) ? ] : 無量 寿 如来 会 大 宝 積 経 17-18 ( 旬 91ff.) [ 甘 提 流 
志 (8c. 初 )] : 無量 寿 荘 厳 経 XM 318ff.) [ 法 賢 991)] : "Phags pa 'od dpag med kyi 
bkod pa zhes bya ba theg pa chen po'i mdo (大 宝 積 経 5 章 ) [9c. 初 ?] 

6) Cf. 孤 本 純子 , 仏教 研究 下 。 1978, 155-176: 印 仏 研 XXWM-2, 1978, 89-94 。BHS 
の ma. 詩 節 に は 仏 伝 ・ 本 生 の 他 に 讃 仏 ・ 故 願 を 内 容 と する も の が 多く , 大 乗 思想 原 
初 形 量 と の 深い 関係 が 推測 され る (cf. 太 2zg&g「[ 音 楽 的 ] 講談 家 : 説教 師 」)。 

7) Dighanikaya (30) Lakkhana-sutta は Pali 経典 と し て 異例 の 新しい 韻律 を 示し , 
proto-pusp. 8 偶 ( エ 150f., 153f.) と pusp. 4 作 (163f.) を 含む 。 中 隔 含 経 (59) 三 十 
二 相 経 (大 正 I 493a-494b) は 散文 の み で , Pali の 作 類 は 二 次 的 増 店 と 思わ れる 。 
8) 仏塔 信仰 ・ 観 音 基 薩 と の 関係 は 静 谷 正雄 , 初期 大 乗 仏教 の 成立 過程 , p.262 参照 。 
9 Ap は 5-12 世 紀文 学 作品 に 残る mi 最終 段階 : 選 は ASoka 碑文 CB.C. 3c. 中 ), G- 
Dharrnapada ( 現 写 本 は A.D. 1-2c.: 成立 は 古い ), Niya 文書 (A.D. 3-4c.) 等 に 残 
る mi. 西北 方 言 。 Ap と G の 関係 は 未 解 明 。H. Smith 等 は BHS に Ap の 痕跡 を 
見 る j Brough は 漢 訳 語 と で の 対応 を 指摘 。 阿弥 了 蛇 の 原語 は 422256- の G 形 キネ 2 
d2 ヵ gーーー※ ネ の 77726-/ *※ 7798- (母音 間 ヵ 脱落 : GDhp・NiyaG : cf. Ss2 娘 267 つ * Sg- 

- 外 G の 2 *※s2 の og? : 須 摩 題 , 須 摩 提 ) で , これ を 一 方 で gz%27Z- 十 -yg-(/-Ag-)suffix 

_ と 解 レ し て 「 無 量 ( 尊 ・ 世 尊 ・ 覚 )) と 訳し , 他方 で は nom./acc. sg. *※g が が 792 を 

gzs と 解釈 し て Skt. 化し 又 「 無 量 寿 」 と 訳し た 可能 性 が 強い 。 

10) 但し GDhp の 表記 6 は [2], [2 [2] の 3 音 価 に 対応 。 

_ 11) Asoka 西北 碑文 ,GDhp, Niya に 共通 (未来 suffix に 限り CDhp は -s-) 。Kh- 
arosthi 文字 の 文献 か ら は -s- が 単音 か 二 重 音 か 不明 。 未来 suffix -syg-/-sse- の 
単 子音 化 は Pali・BHS に m.c. で 現れ る jcf. mi. -syg-> *-5 に ツー-。 


く キ ー ワ ー ド >〉 Sukhayvativyuha, 無量 寿 経 。 韻律 。 matrachandas, Gandhari 
(大 阪 大 学 非常 勤 講 師 , Dr. de 3e cycle) . 
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